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日本で最大級の公的研究機関である「国立研究開発法人産業技術総合研究所」
（通称 産総研）は、日本の産業や社会に役立つ技術の創出とその実用化や、
革新的な技術シーズの事業化に向けた取り組みを行う中核的な機関です。こ
のコーナーでは毎回、福井県の企業や研究者が関わる研究開発について、研
究者の方々からご紹介いただきます。

究極の半導体材料「ダイヤモンド」で持続的安心安全な社会を支えたい
国立研究開発法人産業技術総合研究所　　　　　　　　　　　　
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ダイヤモンド材料チーム　研究チーム長（兼）　竹内 大輔 氏

究極の意味
　ダイヤモンドは宝石としてみなさんにも身近な存在ですが、数
ある宝石の中でも唯一、酸素を含む化合物（酸化物）ではない、
炭素という一つの元素だけからなる結晶です。今年はメンデレー
エフが元素周期表を提案して 150 年目ですが、二行目（第二周期）
の左から４番目の第IV属にあり、その下には今の情報化社会を担っ
ているケイ素（シリコン）、ゲルマニウムがあり、半導体材料にな
る性質があります。半導体としての特徴（禁制帯幅、誘電率、絶縁耐圧、熱伝導率、電子などの移動度、飽和速度、
など物性値と呼ばれるもの）から材料間の比較となる指数を求めると、最高の値が得られることから、ダイヤモン
ドが究極の半導体と期待されています。もちろん、作ること、加工すること、自在に制御することが難しい材料で
すが、我々は、20 年以上かけて、デバイスの要素技術となる、単結晶合成技術、デバイスプロセス技術を積み重ね、
ダイヤモンドならではのデバイス開発に繋がる成果を挙げてきています。

電力、宇宙、原子力、そして量子応用へ
　昨今の省エネルギーを担う重要な技術の一つとして、電力を自在に効率よく制御するパワーエレクトロニクスが
世界的に注目されており、日本はその最先端を担う位置にいます。今後のさらなる開発では、絶縁破壊や高い温度
にも耐える過酷な要求となってきており、ケイ素（Si）の次として、現在、炭化
ケイ素（SiC）、窒化ガリウム（GaN）、酸化ガリウム（Ga2O3）が注目され、さ
らに次の段階として、先に述べた究極の性質からダイヤモンドが期待されていま
す。また、全物質中最高の熱伝導率を持ち、耐放射線性に優れている点に特化し
て、宇宙や原子力分野への応用も注目されています。最近の動向では、量子情報
技術がいよいよ応用の観点から注目されてきていますが、室温・固体デバイスで
量子情報を扱える唯一の材料としても世界中で注目され始めました。ダイヤモン
ドの半導体技術は日本が独自に世界に先駆けて開発してきた分野であり、産総研
は、国内外の関係機関の研究者らと通じて、実際にデバイスを開発する拠点とし
て活動しています。

福井県内企業との連携
　私は福井市出身で、藤島高校卒業後、大学・大学院に進学・修了後、1997 年に産総研に入所して以来、ダイヤモ
ンド半導体に関する研究に従事しています。現状では福井県関連企業の方々との共同研究等、具体的な連携関係が
ございませんが、実用化や実証についてダイヤモンドを試したい、ダイヤの技術に使えないか、もっと知りたい等
の何かございましたら、ぜひ産総研福井サイトにご相談下さい。

産総研のダイヤ研究開発

ダイヤモンドデバイスの例
（深紫外線 LEDの発光の様子）

アパレルブランドのデザイナーを経て創業
　青山さんは、服飾専門学校を卒業後、アパレルブラ
ンドのデザイナーとして東京の会社に就職。洋服やア
クセサリーのデザインを数年間手掛けた後、結婚を機
に U ターンしました。2015 年 4 月からは、アクセサ
リー作家としての活動を開始。お客様を着実に増やし
ていき、2018 年 4 月には開業届を提出。本格創業を
果たしました。

品の良さにこだわったアクセサリー
　「越前和紙の手漉き工場を営む家庭で育ち、自然と
ものづくりの道を選びました」と話す青山さん。ハン
ドメイドで丁寧に作られたアクセサリーは、品（ひん）
のよさにこだわったデザインが特徴で、そのすべてに
動植物のモチーフが用いられています。「かわいいけ
れど、甘すぎない」と幅広い年齢層から支持を受け、

現在は、ルミネやパルコなど、全国各地のファッショ
ンビルで開催される展示会に精力的に出店し、全国に
ファンを広げています。

4 月にはイベント開催に挑戦
　2016 年に出産し、自然育児を実践したことをきっ
かけに、「大量生産・大量消費・大量廃棄の現代社会
の中で、ものづくりを仕事にしていいのかと葛藤した
時期がありました」と青山さんはふり返ります。しか
し、「そんな問題意識をもっている自分だからこそ、
伝えられるメッセージがあるはず」と力を込めます。
　4 月には越前市・市之助一丁目を会場に、“ 自然と
不自然なアクセサリーたち展 ” と題してイベントを開
催予定。「ファッションだけでなく、食や環境にも目
を向けてもらえるよう、女性たちに働きかけていきた
い」と青山さん。福井発のアクセサリー作家として、
さらなる活躍が期待されます。
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アパレルブランドのデザイナーを経て創業
品（ひん）の良さにこだわったアクセサリーを制作

（公財）ふくい産業支援センターでは『ふくい創業者育成プロジェクト』を通し、県内の創業者をさまざまな角度からサポートしています。
ここでは、創業者や若手経営者の新しい視点を活かしたユニークな事業や立ち上げまでの道のりをご紹介します。

創業者・若手経営者の挑戦  Start a New Project

サンタイムソーイング
代表　青山 佳奈子さん

maldamourinfo.wixsite.com/maldamour
所在地：越前市岩本町
ＴＥＬ：090-5175-3129
E-mail：santimesewing@gmail.com

自然由来にこだわった美容室を開店
　寺嶋さんは専門学校を卒業後、美容師として 10 年
間勤務していましたが、勤務先の美容室で使用する液
剤による手荒れに悩み、「自然由来の成分にこだわっ
た美容室を自分で作りたい」と一念発起。2016 年に
美容室を開店しました。
　従来の利益追求型ではなく、利益率を下げつつもリ
ピート率を上げて売り上げを伸ばす仕組みをつくって
業績を伸ばし、現在は県内に美容室 3 店舗を経営。ホッ
トペッパービューティー福井エリアランキング 2 年連
続 1 位を記録しています。

男性美容に特化した商品開発に着手
　「小さい頃から、絵をかいたり小説を書いたりと、
ものづくりが好きでした」とふり返る寺嶋さん。美容
師になって 3 年経った頃から、「いつかメーカーになっ
て、こだわった商品を開発していきたい」という夢を
抱き始めます。

　寺嶋さんは 2017 年に株式会社ミネルバコスメ
ティックスを創業し、念願の商品開発に着手。“ 男性
美容 ” というニッチな市場に着目し、第一弾として男
性用ドライシャンプー『スエロス』を商品化。第 2 弾
として美容液をローンチするなど、美容室を経営する
傍ら商品開発にも精力的に取り組んでいます。

世界を舞台に活躍する起業家へ
　「今後も、男性美容に特化した商品を開発して、男
性が格好よくなる風土を広めたい」と意欲を燃やす寺
嶋さん。「いつか海外展開を果たし、世界に向けて日
本の存在感をアピールしていくことが目標」と話しま
す。グローバルな視点からビジネスを考える原点は、
15 歳のときにニュージーランドに留学した経験が活か
されているのだそう。
　今後はさらにビジネスに磨きをかけ、世界を舞台に
活躍する起業家として、飛躍を遂げられるのではない
でしょうか。
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美容師だからこそ掴めるニーズを武器に
男性用化粧品ブランドのニッチトップを目指す

株式会社ミネルバコスメティックス
代表　寺嶋 聡史さん

https://www.minervacosmetics.jp/
所在地：福井市高柳1丁目802 アーバンヒルズ
ＴＥＬ：0776-97-5512
E-mail：t.minervacosmetics@gmail.com

イノベーションネットアワード 2019（全国イノベーション推進機関ネットワーク会長賞）に
「ふくいオープンイノベーション推進機構」が選定されました

　地域の資源や特性を活かした産業支援の取り組みのうち、特に新産業、新事業創出に成果を
上げた取り組みにおいて最も優秀な取り組みであると評価されました。

ふくいオープンイノベーション推進機構（県工業技術センターと（公財）ふくい産業支援センター
が事務局）は、県内企業、大学・高専、公設試、金融機関などの産・学・官・金による連携を高め、
革新的な研究、製品開発、事業化を支援しています。


